
 
■実施日　　　平成２０年７月２９日～８月２８日
■調査対象　　後志管内２０市町村の保護者～計２００名（各市町村へ１０部ずつ配布）

各市町村配布数 全市町村配布数

配布内訳 　　幼稚園又は保育所に通っていない幼児をもつ保護者 2 40
　　幼稚園児又は保育園児をもつ保護者 2 40
　　小学校１年生～３年生をもつ保護者 3 60
　　小学校４年生～６年生をもつ保護者 3 60

■回答率　　　８５％（対象者２００名中、１７０名回答）
　　　　　　　※ 回答者の内訳は、下記１のとおり

　以下のアンケート集計結果をもとに、平成２０年１１月２７～２８日に開催された「平
成２０年度後志管内社会教育主事等研修会並びに第２回社会教育主事等会議」の出席者で
各設問の集計結果の傾向分析をし、傾向から読み取れるものを検証しました。

１．あなたのお子さんの年代をお答えください

　　幼稚園又は保育所に通っていない幼児 36 人
　　幼稚園児又は保育園児 38 人
　　小学校１年生～３年生 48 人
　　小学校４年生～６年生 48 人

合計 170 人

２．お子さんを育てるうえで、心がけていることはなんですか？  （主なもの３つまで○）

４．お子さんを育てるうえで、悩んだり困ったとき、あなたはどのように解決していますか？
　 （主なもの３つまで○）

「家庭教育に関するアンケート」集計結果　

①6

傾　　向 左記の傾向から何が読み取れるか
■全般的に子どもに対する期待度が大きす
ぎる。どの年代別に同じ傾向が出ている。

■②あいさつやお礼、③思いやりなど、対
人関係への関心度が高い。

⇒全般的に子どもに対する期待度が大きすぎる。どの
年代別に同じ傾向が出ている。

⇒集団生活を教わることの少ない幼稚園や保育園に
通っていない幼児に対しは、礼儀の前に①「早寝、早
起き」、⑤食事を教えるのが先決ではないか。

⇒礼儀については、親から教わることと同時に、周り
から学ぶことも多い。つながりが少なくなっている対
人関係の希薄化の裏付けでもある。

■⑧学習、⑨スポーツ・芸術を伸ばすこと
よりも生活態度、習慣面が上位である。

⇒親は、学力偏重の中で育った世代である。子どもに
は自由にのびのびと育って欲しいと期待を寄せている
のではないか。

⇒家庭の教育力の低下を示している。
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②あいさつやお礼が言える

①「早寝、早起き」を身に付ける

④善悪の判断力をつける

⑩家族や他人を思いやる

⑤食事をしっかりとる

⑦自主性や意欲・個性を伸ばす

⑥ものを大切にする

③他人に迷惑をかけない

⑧学習させる

⑨スポーツや芸術の才能を伸…

⑫特にない

⑪その他

幼稚園又は保育所に通っていない幼児

幼稚園児又は保育園児

（人）



３．お子さんを育てるうえで、悩んだり、困ったりすること（したこと）はなんですか？

　 （主なもの３つまで○）

４．お子さんを育てるうえで、悩んだり困ったとき、あなたはどのように解決していますか？
　 （主なもの３つまで○）

傾　　向 左記の傾向から何が読み取れるか
■子育てに真剣さが感じられない。①言う
ことをきかない、⑪子どもへの接し方、⑩
困ったことはない…

⇒本音で接する機会が少ないことが言える。

⇒子どもの行動に対して悩むより、親自身が子どもと
どう接するか分かっていないようである。

傾　　向 左記の傾向から何が読み取れるか

①7

■身近な人を頼る傾向がある。

■⑧インターネットなどのメディアを頼る
よりも人との接点が多い。

⇒中でも、友人・知人が上位となっており、祖父母や
地域の大人との接点が少ない現在の社会情勢や生活ス
タイルが原因なのだろう。

⇒人間的なつながりを望んでいるのではないか。
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①配偶者

④友人や知人

②祖父母

③兄弟や姉妹

⑤職場の同僚

⑥保育所や幼稚園・学校

⑦医療機関

⑧インターネット

⑪テレビ・雑誌・育児書等

⑮特に困ったことはない

⑨セミナーや講習会に参加

⑩公的機関の相談機会を利用

⑫自分で解決する

⑬なにもしていない

⑭その他

幼稚園又は保育所に通っていない幼児

幼稚園児又は保育園児

（人）
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①言うことをきかない

③食べ物の好き嫌いが多い

⑯特に困ったことはない

⑫子どもと接する時間が少ない

②子どもが病気がち

⑪子どもへの接し方

④子どもの遊び相手がいない

⑨気持ちがわからない

⑧しつけ方がわからない

⑦いじめや非行など

⑥学力や学習面

⑭子育ての意見が合わない

⑬どこに相談してよいかわからない

⑩子どもをかわいいと思えない

⑤保育所、幼稚園や小学校に行きたが…

⑮その他

幼稚園又は保育所に通っていない幼児

幼稚園児又は保育園児

（人）



５．あなたは子育てに関する情報を主にどこから得ていますか？（主なもの３つまで○）

６．今後、お子さん又はあなた自身にとって、どのようなサービスを期待しますか？
　 （主なもの３つまで○）

⇒参加体験交流型事業は、多くの市町村において取組
まれていると認識しているが、情報が伝わっていない
のか、もうちょっと数多くを望むのか、継続して欲し
いという要望なのか。どちらにしても、ふれあいやコ
ミュニケーションの大切さを感じていると思われる。

左記の傾向から何が読み取れるか傾　　向
■②保育士や幼稚園、学校の先生が思いの
ほか少ない。

■身近な立場の人への依存が高い。

⇒前項の問４で、小学１～３年生の区分では、どの項
目も他と比較しても、悩みごと・困りごとが増加して
います。小学校入学や、保育園・幼稚園の入園がポイ
ントとなってくると思われるので、情報発信も必要な
手段と考えられる。

⇒情報を得るにしても、生の声や体験談が有効。

傾　　向 左記の傾向から何が読み取れるか
■自らの活動へのサポートというよりは、
「こういう機会をつくって欲しい」と頼る
傾向がある。

①8
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①配偶者または自分の親

③仲間や、子どもの保護者

④市町村や保健所の保健師

⑦育児雑誌や育児書

⑩インターネットのホームページ

②保育士や幼稚園、小学校の…

⑥テレビ等の育児番組

⑤医療機関

⑨学習会や講演会

⑧道や市町村の広報や資料

⑪その他

幼稚園又は保育所に通っていない幼児

幼稚園児又は保育園児

（人）

22
20

15
9
9

4
4
3
3
0
1

20
15

9
6
5

5
4
4
2

1
2

27
17

12
12

8
8

6
4

3
1
3

20
15

13
12

8
7

6
4

4
1

3

0 20 40 60 80 100

④子ども同士で遊べる事業

③親子がふれあう事業

⑥同じ年代の子を持つ親との交流…

①相談できる体制

⑧自主的活動への支援

⑤子どもとお年寄りがふれあう事業

⑦読書活動を推進する事業

②広報誌などによる情報提供の…

⑨専門家による講演や学習機会

⑪特にない

⑩その他

幼稚園又は保育所に通っていない幼児

幼稚園児又は保育園児

（人）


